
















































































































































































































































































































































































































































































韓国仏教学SEMINAR 9 351 
四．まとめ
以上、この小論では、主として石井公成氏の提案した別記から疏へという
午暁の著作の流れがあるという提案に対して異議を出してみた。私は疏が却j
E己と同時ぐらいに四十五歳以前に撰述きれたものではないかと認定する。別
記には疏よりも進んだ和会 和誇の実態があるように思うが、これは主観的
な判断の門題かもしれない。だいたい、同じこいろに撰述きれたと考えるのが妥
当であろ 70 
もし、この小論の指摘が妥当であるとすれば、疏には他にもいくつかの元暁
自身の著作への言及がある11から、石井氏が提案した元暁の著作表は再検討
の必要がある。また、最後に取り上げた木村氏の拙著への批判も法蔵教学全
体をどのように把握するかということからは重要な問題提起である。近時、石
井氏は法蔵が著作で、具体的に禅宗に言及していないとはいえ、達磨禅の影響
及びそれへの批判は大きいのではないかと指摘している。これを写真の比喰で
語れば、ただ表面のポジのみを見て、ネガを無視してはならないということで
あろう。宗派を超え、また所謂の国境を超えた東アジア仏教の研究の視点が
益々要請きれてくることは疑いない。
この最後に述べた視点を実現しようという本願を持っておられたのが、金
知見博士であると思う。多くの貴重な学思を長年にわたって金知見博士から
私は頂戴した。博士のこの本願が益々流通するように私なりの努力を継続し
てゆきたい。
11疏に見られる他の自分の著作なとeへの言及は次のようである。巻上r三宝之義、義如別章」（大正蔵四四、 －
0三頁中）、同r別記」（問、 二0八頁下）、同r傍伽宗要J（同、同）、同r別記』（問、二0九頁上）、同r二
障章」（問、 二一五頁上）、同r二障章」（問、二一五頁下）、巻下r不増不滅疏』（向、二一九頁下）、同r一
道章」（問、 二一九頁下）、同r一道章」（問、 二二四頁中）、同「無量寿料簡」（問、二二五頁下）。なお、別
記には自らの著作への言及は存在しない。
